
 

２０１９年度「オリンピック・パラリンピック・ムーブメント全国展開事業」 

事業実施報告書 

 

 

 

道府県・政令市名【 福岡県 】 

学校名【 福岡県立三潴高等学校 】 

１実践テーマ Ⅴ  

２実施対象者 

 

（学 年 ･人 数） 

福岡県立三潴高等学校   

スポーツ文化コース １年生 57名 

２年生 59名  計１１6名 

３展開の形式 （１） 学校における活動 

① 教科名（ 専攻実技  ） 

② 行事名（       ） 

③ その他（       ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（        ） 

② その他  （        ） 

４ 目 標  

 （ねらい） 

 第１回で行ったオリンピアンから「走の基本」を学び、学んだ

ことを同級生及び後輩にアウトプットすることにより、より深く

理解する。また、教えてもらう多種目の生徒達も「走の基本」の

トレーニングを学ぶことで自分の専門種目に活かしたり、オリン

ピアン考案のトレーニングを実践することにより、スポーツに対

する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成につながって

いくようにする。 

 

５ 取組内容 ○スポーツ文化コース１・２年生１１6 名を対象とし「走の基

本」のトレーニングを行った。 

        ８グループに分かれ本時の説明  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



（１） 前回の授業でそれぞれの能力に応じた８グループ分けを

行っており、本時の流れを説明したのち、ウォーミングア

ップにつながっていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）３００Ｍグラウンドを周回しハードルを活用しながらウォ

ーミングアップを行う。 

（３）その後ストレッチ・体操をいれグループ別に分かれる。 

（４）トレーニングの目的やポイントを、陸上部生徒がアウトプ

ットし、実際に体験し、自分の走りにつながるよう意識す

る。 

（６）初めて行うトレーニングにより、興味・関心を持つことが

できる。 

 

６ 主な成果 

 

○「走の基本」に対する興味、関心の向上、楽しむ心を持つこと

ができ生徒同士の声掛けなども自然と起き始めた。 

○陸上部の生徒はインプットしたことをアウトプットすること

により深く理解することができた。 

 

７実践において

工夫した点 

（事業の特色） 

○トレーニングのグループ分けの際、「走の基本」での自分の課

題を考えさせ、課題解決につながるグループに入れることで、

より興味、関心を持たせる。 

○トレーニング後、自分のパフォーマンスにどうつながるか考

えさせ、今後の部活動に取り入れやすく整理する。 

 

８主な課題等 ○今回「走の基本」のトレーニングを実践し、アウトプットする

生徒の伝え方の難しさ、体験生徒が理解する幅の個人差が大き

く見られた。より良くするためには、この一度で終わらず、こ

のような取り組みを継続して行っていくことで、今以上に理解

し自分の知識、技能として習得していくと考える。 

９来年度以降の

実施予定 

〇今回のオリンピアン考案「走の基本」トレーニング法を実践し、

多くの生徒が自分自身にも興味を持つことができた。今年で２

回目となり昨年度より生徒たちは積極性が増し、オリンピック

に対する意識や普及啓発につながっていることが実感できた。

その理由の一つとして普段の生活や部活動の中で生徒たちの

言葉の中から「オリンピック」という言葉を多く耳にするよう



になった。 

  来年度はいよいよ東京オリンピックが開催されるが、オリン

ピック後にどう「オリンピック」をいかすのかが大切だと考え

る。開催以降もこのような事業が継続されていくとさらに生徒

や職員・地域の中で「オリンピック」普及啓発が継続されると

考える。 

 

 


